
長
十
七
年
以
後
再
興
さ
れ
な
か
っ
た
、
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
濡
伽
経
』
は
経
録
に
見
る
限
り
、
次
に
記
す
様
に
四
回
翻
訳

さ
れ
て
い
る
が
、
現
存
す
る
も
の
は
三
訳
の
四
訳
三
存
の
経
典
で

あ
る
。

帥
曇
無
識
訳
・
楊
伽
経
四
巻
…
涼
訳
八
欠
本
Ｖ

伺
求
那
賊
陀
羅
訳
・
梼
伽
阿
賊
多
羅
宝
経
四
巻
…
宋
訳

例
菩
提
流
支
訳
・
入
傍
伽
経
十
巻
…
魏
訳

目
実
叉
難
陀
訳
・
大
乗
入
場
伽
経
七
巻
…
唐
訳

と
こ
ろ
で
、
『
唐
訳
』
に
は
女
帝
・
則
天
武
后
の
序
が
冠
せ
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
於
て
『
唐
訳
』
訳
出
に
つ
い
て
、

〔
註
〕（

１
）

（
２
）

（
３
）

鰐
伽
経
に
お
け
る
訳
経
史
上
の

一
問
題
点

滴
水
要

慶
長
一
九
年
寂
八
一
才
（
同
寺
過
）

写
本
、
筆
者
蔵

大
綱
白
里
、
中
古
家
蔵

晃

０
．

三
陽
宮
内
重
出
二
斯
経
一
討
二
三
本
之
要
詮
一
成
二
七
巻
之
了

教
一
（
②
妬
・
珊
上
）

、
、

と
記
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
七
巻
の
訳
出
に
際
し
、
三
本
の
も
の

、
、

を
参
照
し
た
と
見
る
事
が
で
き
る
が
、
三
本
が
何
を
意
味
す
る
も

の
か
不
明
瞭
で
あ
る
。
『
唐
訳
』
翻
訳
の
様
子
を
記
す
も
の
に
は
、

他
に
法
蔵
の
『
入
梧
伽
心
玄
義
』
が
あ
る
。
（
以
下
『
心
玄
義
』

と
略
記
）
『
唐
訳
』
は
実
叉
難
陀
一
人
の
手
に
よ
る
も
の
で
は
な

く
、
復
礼
、
法
蔵
等
の
者
と
共
に
訳
出
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
法

蔵
が
『
心
玄
義
』
中
に
次
の
様
に
記
し
て
い
る
。

今
則
詳
二
五
梵
本
一
勘
二
二
漢
文
一
取
二
其
所
得
一
正
二
其
所

失
一
（
②
釣
・
棚
中
）

、
、

こ
の
文
章
は
、
先
の
序
に
云
う
三
本
と
は
明
ら
か
に
矛
盾
し
て

、
、

い
る
。
『
心
玄
義
』
で
は
五
梵
本
二
漢
文
に
よ
っ
て
『
唐
訳
』
を

、
、

な
し
た
と
記
さ
れ
る
も
の
が
、
序
で
は
三
本
の
も
の
に
よ
っ
て
い

、
、

る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
序
の
三
本
と
は
何
を
指
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
は
既
に
鈴
木
大
拙
博
士
に
よ
っ
て
提
示

さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
小
塙
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
更

に
若
干
の
検
討
、
推
論
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

先
ず
、
序
の
三
本
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
ど
の
様
な
解
釈
が
可
能

で
あ
ろ
う
か
。
第
一
に
漢
訳
三
本
、
第
二
に
梵
本
写
本
三
本
の
見

方
が
考
え
ら
れ
る
。
然
し
、
序
の
三
本
を
漢
訳
と
見
て
も
『
心
玄
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義
』
の
「
二
漢
文
」
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
、
叉
、
三
本
の
梵
本
写

本
と
見
て
も
「
五
梵
本
」
の
記
述
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
し
ま

、
、
、

う
。
『
心
玄
義
』
の
二
漢
文
は
、
同
書
に
『
宋
訳
』
『
魏
訳
』
に

つ
い
て
の
批
評
を
記
す
（
②
鋤
・
捌
中
）
も
、
『
涼
訳
』
に
つ
い

て
の
言
及
が
な
い
事
か
ら
、
『
宋
訳
』
『
魏
訳
』
を
指
し
て
い
る

事
は
明
ら
か
で
あ
る
。
叉
、
序
に
於
て
も

原
此
経
文
来
レ
自
一
西
国
一
至
二
若
元
嘉
一
建
レ
号
敬
陀
之

訳
未
し
弘
延
昌
紀
年
流
支
之
義
多
し
舛
（
②
妬
・
珊
上
）

と
『
宋
訳
』
『
魏
訳
』
に
つ
い
て
の
象
に
触
れ
、
『
涼
訳
』
に
は

触
れ
て
い
な
い
。
以
上
の
事
か
ら
、
序
の
三
本
の
う
ち
の
二
本
は

『
宋
訳
』
『
魏
訳
』
の
二
本
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
と
す

れ
ば
、
残
る
一
本
は
梵
本
写
本
と
解
さ
れ
る
。
宋
の
宝
臣
に
よ
る

『
注
大
乗
入
梧
伽
経
』
の
序
に
は
、
先
ず
、
則
天
の
序
を
引
用
し

『
宋
訳
』
『
魏
訳
』
に
触
れ
、
更
に
「
会
二
三
本
文
韮
睦
鉢
並
勤
二
成

七
巻
こ
（
⑬
釣
・
捌
中
）
と
同
上
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
然

、
、
、

、
、
、

し
、
二
漢
文
は
『
心
玄
義
』
と
一
致
す
る
に
し
て
も
、
一
梵
本
は

、
、

不
一
致
で
あ
る
。
こ
の
様
に
三
本
を
「
二
漢
文
一
梵
本
」
と
す
る

、
、

見
方
も
否
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
則
天
の
序
の
三
本

、
、
、
、
、
、

を
説
明
し
、
か
つ
、
『
心
玄
義
』
の
五
梵
本
二
漢
文
に
も
矛
盾
し

な
い
解
釈
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

三
、
五
、
二
の
数
の
会
通
は
困
難
で
あ
る
が
、
私
は
一
つ
の
仮

説
を
こ
の
問
題
に
あ
て
は
め
て
解
釈
し
て
ゑ
た
い
。
そ
れ
は
二
漢

訳
一
梵
本
の
説
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
も
の
で
、
序
の
三
本
の
う
ち
二

本
は
『
宋
訳
』
と
『
魏
訳
』
、
残
る
一
本
は
単
数
を
意
味
す
る
一

で
は
な
く
、
校
定
に
用
い
た
梵
本
写
本
全
般
を
指
す
一
本
と
見
る

仮
説
で
あ
る
。
則
天
の
仏
教
に
対
す
る
関
心
は
比
較
的
強
い
と
見

ら
れ
る
が
、
異
国
の
梵
本
写
本
に
ど
れ
程
の
関
心
を
持
っ
て
い
た

か
は
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。
則
天
に
と
っ
て
は
既
存
二
本
の
漢
訳
の

外
に
は
、
他
に
梵
本
写
本
が
何
本
あ
ろ
う
が
、
全
て
「
来
レ
自
二
西

国
こ
原
文
と
し
て
一
括
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
仮
説
、
推
定
の
一
論
拠
と
し
て
、
則
天
の
文
字
に
対
す
る
異

常
な
程
の
情
熱
を
挙
げ
て
み
た
い
。
則
天
は
そ
の
治
世
中
に
役
職

名
、
役
所
名
の
改
変
を
頻
繁
に
行
っ
て
い
る
が
、
特
に
目
に
つ
く

も
の
は
改
元
の
数
で
あ
る
。
治
世
中
の
改
元
は
光
宅
、
垂
洪
、
永

昌
、
戦
初
等
十
七
回
を
数
え
、
西
暦
六
九
五
年
に
に
は
證
聖
、
天

冊
万
歳
、
万
歳
登
封
と
、
一
年
間
に
三
回
も
改
元
を
し
て
い
る
。

変
異
あ
る
毎
に
改
元
す
る
の
は
中
国
の
常
で
あ
る
が
、
則
天
の
場

合
は
尋
常
で
な
い
様
に
思
え
る
。
又
、
十
七
と
も
二
十
と
も
云
わ

れ
る
則
天
文
字
の
制
定
も
、
則
天
の
文
字
に
対
す
る
性
格
を
示
し

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
様
に
、
自
国
語
の
文
字
に

対
す
る
情
熱
的
性
格
を
持
つ
則
天
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
異
国
の
文

字
、
梵
本
写
本
に
関
心
が
な
く
て
も
不
思
議
で
は
な
く
、
異
国
の
言
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地
涌
の
菩
薩
は
教
主
釈
尊
の
本
化
と
し
て
末
世
弘
通
の
主
役
と

し
て
登
場
す
る
菩
薩
で
一
切
経
中
に
例
の
な
い
異
色
の
菩
薩
で
あ

る
。
（
第
二
類
）

古
来
先
師
に
よ
っ
て
教
理
的
解
釈
が
な
さ
れ
、
近
年
で
は
布
施

博
士
が
「
布
属
の
菩
薩
法
」
と
し
て
解
説
さ
れ
て
い
る
。
私
は
仏

教
思
想
の
展
開
と
実
際
問
題
を
ふ
ま
え
て
考
察
し
法
華
経
精
神
を

知
る
裏
づ
け
と
し
た
い
。

葉
と
し
て
全
て
一
括
し
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
な
り
に
理

解
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
叉
、
一
般
的
に
当
時
の
中
国
人
が
、
訳

、
、

了
後
の
梵
本
に
は
興
味
が
薄
い
事
を
も
考
慮
す
れ
ば
、
序
の
三
本

を
『
宋
訳
』
『
魏
訳
』
の
漢
訳
二
本
と
、
五
本
で
あ
っ
た
か
も
知

、

れ
な
い
梵
本
写
本
を
一
括
し
て
一
と
し
た
も
の
と
考
え
る
事
も
可

能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ｌ
未
完
’

八
参
考
Ｖ
外
山
軍
治
著
『
則
天
武
后
ｌ
女
性
と
権
力
ｌ
』

法
華
経
に
お
け
る
地
涌
菩
薩
の
戯
曲

的
表
現
と
仏
教
思
想
史
的
意
義
（
そ
の
二
）

林

円
修

原
始
法
華
経
第
一
類
（
Ａ
Ｄ
初
～
中
頃
）
は
開
会
思
想
で
一
貫

し
て
い
る
。
声
聞
、
縁
覚
の
二
乗
を
仏
の
方
便
説
と
し
て
開
会
し

一
仏
乗
を
高
揚
す
る
趣
旨
で
、
教
団
の
実
際
問
題
が
主
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

第
二
類
成
立
の
頃
（
Ａ
Ｄ
百
年
前
後
）
と
な
る
と
教
団
の
動
向

は
教
理
思
想
の
発
展
に
伴
っ
て
実
際
信
仰
も
多
岐
化
し
大
小
乗
各△

派
の
様
相
も
複
雑
化
し
て
種
々
の
対
立
も
激
化
し
た
。
け
だ
し
末

△
△
△

法
思
想
が
流
行
し
た
の
も
当
然
と
い
え
よ
う
。
（
主
な
も
の
挙
げ

る
。
）

①
舎
利
供
養
、
経
巻
供
養
に
伴
な
う
塔
や
廟
の
建
立
供
養
（
塔
観

問
題
）
を
始
め
と
し
て
②
菩
薩
思
想
の
発
達
と
新
し
い
乗
観
間

。
。
◎

題
…
新
し
く
菩
薩
乗
が
展
開
③
過
去
仏
、
未
来
仏
信
仰
や
浄
土

往
生
思
想
の
流
行
の
仏
身
観
の
発
達
と
諸
仏
諸
菩
薩
信
仰
、
〉

仏
陀
観
教
主
観
（
本
尊
観
）
の
差
異
と
信
仰
上
の
問
題
⑥
人
間

の
解
脱
観
成
仏
観
の
主
体
的
実
践
的
な
問
題
等
今
…
・
・
法
華
経
は

会
三
帰
一
の
出
発
的
精
神
か
ら
も
之
ら
の
課
題
に
対
決
を
迫
ら
れ

た
わ
げ
で
あ
る
。
法
華
経
が
独
自
の
「
多
宝
塔
観
」
を
示
し
て
塔

観
問
題
を
解
決
し
た
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。
（
布
施
博
士
は
第

二
類
成
立
の
主
要
因
と
せ
ら
れ
る
。
）
し
か
し
今
見
る
如
く
発
展

仏
教
の
実
情
は
塔
観
問
題
の
象
で
か
た
ず
か
ぬ
深
刻
な
内
容
を
示

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
塔
観
問
題
は
教
団
の
実
際
問
題
と
し
て
確
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